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Ｐ２～３ … 農協事業懇談会
Ｐ４～６ … 第14回通常総代会　
Ｐ７～９ … たいせつなここがポイント
Ｐ10 ……… 旭川青果連ＧＡＰを実践しましょう！
Ｐ11～12 … たいせつＨＯＴニュース
Ｐ13 ……… ＪＡグループ通信
Ｐ14 ……… 各部署からのお知らせ
Ｐ15 ……… 理事会からのご報告・たいせつのあゆみ
Ｐ16 ……… たいせつ農業協同組合機構図

第14回通常総代会にて議長に選出された
（左）東鷹栖地区16区農事組合　上田 裕昭 様　（右）鷹栖地区北斗北農事組合　北村 浩光 様
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第１４回通常総代会議案　正誤表

（　訂　正　前　） （　訂　正　後　）

種　　　類 当期増加額 当期減少額

合　　　計

種　　　類 当期増加額 当期減少額

合　　　計

決算関係書類

（　訂　正　前　）

　固定資産取得につきましては、ライ
スセンター荷受け設備他増強１期工事
3 , 4 1 7 万円、

（　訂　正　後　）

　固定資産取得につきましては、ライ
スセンター荷受け設備他増強１期工事
3 , 4 7 1 万円、

決算関係書類

Ⅰ．事業報告（平成28年度）
１．組合の事業活動の概況に関する事項
（１）事業の概況　　４ページ　33行目

Ⅵ . 附属明細書
１．貸借対照表等の附属明細書
（１）組合員資本　３０ページ

各組合員様に配布してございます第 14回通常総代会議案につきまして、下記下線項目に訂正がございますので、正誤表に
基づき訂正の程、よろしくお願い致します。
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１ 育苗管理後半の注意点
(1) 葉先の水滴は健苗のバロメーター
　早朝、苗の葉先に水滴が付くのは、根が床土にある水分を
吸水しているためです。（写真―１）過度のかん水は根がら
みが悪くなり、軟弱な苗になってしまいますので注意してく
ださい。
（２）夕方のかん水は厳禁！
　夕方のかん水は、地温を下げるだけでなくムレ苗や立枯病
などの病害の原因となりますのでやめましょう。
（３）１．５葉期以降の苗管理

たいせつたいせつ
ななここここががポイントポイント

ＪＡたいせつ営農部　農産販売課

水稲編
　昨年は移植時期によって初期生育やその後の品質・収量に大きな差が見られました。
天候の変動に十分注意して、育苗中の病害発生や早期異常出穂、移植後の植え傷みが
ないよう適切な管理に努め、適期に移植しましょう。

◎昼夜とも肩･裾を大きく開放し外気温に苗を馴らす。 
◎この時期は箱内を適湿に保ち乾燥させない。 
◎苗の栄養向上のため追肥を行う。 

 

 
 
 

昼間 夜間

18℃～外気温

夜間も開放。霜の恐れ 
のある日はしめる

◎高温を避けて、徒長防止に努める。 
◎早期異常出穂の要因になる事があるため、2.5葉期以降は25℃以上の高温にしない。 
【根の発根を高める】 
1.5葉ぐらいまでの間はかん水を控えめにし、根の発育をはかる。 
【2. 5葉期以降の栄養向上】 
適湿に保ち、栄養不足にさせない。 
初生葉や第1葉が黄化したら栄養不足です。マット･ポットとも追肥を的確に行う。  

  晴天時は、早朝より 肩･裾換気 

昼間 夜間

18℃～20℃ 10℃以上

1.5 葉期～
3.0 葉期

3.0 葉期～
移植まで

写真―１

中苗マットの追肥時期

1回目 1.0 ～ 1.5 葉期

2回目 2.0 ～ 2.5 葉期

3回目 移植直前
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（４）「ゆめぴりか」の追肥
　ゆめぴりかは育苗段階での分げつの取れにくい品種です。分げつ促進の為に2.5 葉期・移植前に必ず追肥を
実施しましょう。
（５）育苗箱処理の病害虫防除
　本田初期害虫（イネドロオイムシ、イネミズゾウムシ等）やいもち病の被害が予想される場合は、育苗箱処
理の殺虫剤または殺虫殺菌剤を適切な使用量で施用しましょう。少ない使用量では持続効果も半減し、追加防
除が必要となる恐れがあります。
　また、同一薬剤の連用によるイネドロオイムシの薬剤抵抗性が疑われる場合は、薬剤の変更を検討して下さい。
※「ＪＡたいせつ　栽培基準－水稲・畑作編－」（水稲　５ページ）参照

２ 本田準備と移植
（１）初期生育向上の為、できるだけ水田を乾燥させて本田の乾土効果を高めましょう。また、耕起の際にほ場

が良く乾いている場合は乾土効果が期待できますので、減肥を考慮した施肥設計としましょう。
（２）代かきは水田の均平とともに漏水を防ぎ、土を柔らかくして移植に備えるために行いますが、土を練りす

ぎると透水性が著しく悪化し、移植時も深植えになりやいので「砕土は丁寧に、代かきは適度にあっさり
と」の心構えで行いましょう。

（３）施肥窒素量が多いとタンパク含量が高まり、食味は低下します。土壌診断を実施し、適正な施肥をしましょ
う。また、タンパク含量を低下させるためには、初期生育の促進が必要です。側条施肥や表層施肥などを
導入し、初期茎数の確保を図って下さい。

３ 移植時の注意点
（１） 移植予定日が低温・強風時の場合は、無理に移植せず天候の回復を待って行いましょう。
（２） 植付けの深さは2㎝程度となるよう調整し、第一鞘高が埋没しないよう注意して下さい。
（３） 移植後の水管理は、移植直後と低温強風時は4～6㎝程度の水深、苗が落ち着いた２日目以降の晴天日は

１～３㎝程度の浅水管理を行って水温・地温の上昇を図り、活着を促しましょう。
また、入水は夕方から早朝に実施し、日中は止水としてかけ流しは止めましょう。

４ 水田除草剤は上手に使いましょう
　使用農薬11回成分以内に抑えるためにも移植前除草剤の使用はできるだけ避け、止むを得ず使用する場合
は、ほ場を限定して使用しましょう。
　また、初中期一発除草剤の使用の際は、代かきから移植までの日数を5日以内として使用時期を設定してい
ますので、時期を逸さないためにも早めに散布しましょう。

１ 秋まき小麦の当面の管理作業について
（１）幼穂形成期の追肥
　幼穂形成期の窒素追肥は１穂粒数や穂数を増加させますが、稈長を伸ばす効果もあり
ます。必要以上に追肥を行うと倒伏を助長するので注意してください。

幼穂形成期茎数
（本 /㎡）

追肥窒素量
（kg/10a） 備　考

１, ５００以上 ０～２ 葉色が薄い場合に追肥する

１, ２００～１, ５００ ２～４ 生育に応じて追肥を行う

１, ２００以下 ４ 起生期追肥量が多い場合（８kg/10a以上）
は、葉色がさめてきたら追肥する

畑作編

育苗期間 １．５～３葉期 ３葉期～移植

適温 ２０℃ １８～２０℃

ハウス換気 ２０℃以上（晴天日は外気に馴らす）

温度測定場所 葉先近く

かん水のポイント
・早朝、葉先に水滴がつかなくなった時に実施
・１回のかん水量は500～ 1,000ｍℓ /箱
・過度のかん水はしない

二重トンネル 霜害予防

p7_9.indd   8 2017/04/28   9:27:26
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（２）止葉期の追肥
　止葉期窒素追肥は子実の充実を図ります。出穂期に近づくほどタンパクを上げるため、土壌や生育に応じて
実施しましょう。

止葉期茎数（本 /㎡） 葉色 追肥窒素量（kg/10a） 備　考

１, ０００以上 － 追肥しない 茎数が多く倒伏の危険性が高いので追
肥をしない

８００～１, ０００
濃い ０～２ 茎数が適正～若干多い状況にあるため、

多量に追肥すると倒伏の危険性がある標準～薄い ３

８００以下
濃い ３ 茎数が少ないので倒伏の可能性は少な

い。葉色に応じて追肥量を決定する標準～薄い ６

（３）除草剤の散布
　秋に除草剤を散布していないほ場や欠株の多いほ場では、雑草の発生が多くなるので注意してください。
　除草剤は小麦の生育や雑草状態を確認して、天候に注意し使用時期を守って散布しましょう。

除草剤名 使用時期 使用量 (10a) 備　　　考

ＭＣＰソーダ塩 麦の幼穂形成期
（収穫45日前まで） 300g

・高温晴天時の効果高い（20℃以上）
・クローバ混播は本葉２葉期以降に散布する
・越年雑草は効果劣る
・水量は25～100㍑ /10a

エコパート
フロアブル

雑草発生始期
（止葉抽出前まで）
（収穫45日前まで）

50～75ml

・雑草の２～４葉期が効果高い
・白斑点を生じることがある
・薬害回避のため止葉抽出前までに散布する
・展着剤は薬害を助長するので加えない
・緑肥用クローバを播種する場合は本剤の散布
10日以降に行う。

ハーモニー75DF
水和剤

麦の幼穂形成期
（収穫45日前まで）

7.5 ～ 10g ・薬剤散布に用いたタンクやホースは専用の洗
浄剤で良く洗浄する

・ギシギシ類は処理後３週間頃から効果が現れ
るが枯死まで７～８週間かかる場合がある

ギシギシ類
３～５g

（４）　眼紋病の防除
　連作ほ場では眼紋病の発生による被害が懸念されますので、防除を行いましょう。

農　薬　名 使用時期 使用倍率 回　　数 備　　　考

キンセット
水和剤80

幼穂形成期
(収穫60日前まで ) 400倍 ５回以内 散布適期は幼穂形成期～節間伸長前期までで

ある

２ 豆類
ほ場の準備…収量低下の要因として「出芽不良」や「雑草害」があります。これは「砕土不良」が原因と考えられ、

出芽や除草剤効果にも大きく影響します。丁寧な砕土作業を心がけましょう
酸 度 矯 正…大豆ほ場の適正ｐＨは、6.0 ～ 6.5 です。土壌診断を行い適正ｐＨで作付をし、良質な大豆生産

に努めましょう。
適 期 は 種…は種適期は5月中旬～下旬です。地温10℃以上で出芽期に晩霜の無い時期には種を行いましょ

う。
6月に入ってからのは種は減収につながりますので、適期は種に努めましょう。また、は種後は
鎮圧をし、除草剤の効果を高めましょう。

除草剤散布…除草剤の効果が収量に大きく影響します。除草剤により使用時期が異なりますので「ＪＡたいせ
つ栽培基準（畑作編　８ページ）」を参考に適切に散布してください。
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田んぼアート２０１７

「夜行性の動物たち」 　 

エゾフクロウ
ユキヒョウ

オオカミ

エゾシカ

レッサーパンダ

平成29年度役員
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汚れた状態で長く使用すると、タンク・パイプの破損や
パイプづまり、ストーブの故障の原因になります。

★タンク洗浄は、
灯油が残っていても大丈夫！！

●ホームタンクの灯油 , 水 , サビ , 不純物を
　すべてバキューム！
●高性能ストレーナーで水 , サビ , 不純物を
　ろ過して除去。
●ろ過した灯油をジェット噴射して
　タンク内を洗浄。
●もう一度灯油をキレイにろ過して
　タンク内へ。

お問い合わせ
・

お申込み

ＪＡたいせつ
ホクレン東鷹栖給油所

TEL. 57－2308　FAX. 57－2073
旭川市東鷹栖東１条３丁目

ＪＡたいせつ
ホクレン鷹栖給油所

TEL. 87－2409　FAX. 87－2445
上川郡鷹栖町北１条１丁目

オフシーズンのこの時期だけの

特別価格！！ 5,4005,400円（税込）円（税込）
※フィルター交換などは、別途料金がかかります。

キャッシュバック券
引き換えのお知らせ

１．引き換え期間　 平成29年４月から５月末
日まで（2ヶ月間）

２．引き換え場所　ホクレン東鷹栖給油所
　　　　　　　　　旭川市東鷹栖東1条3丁目
　　　　　　　　　ホクレン鷹栖給油所
　　　　　　　　　上川郡鷹栖町北１条1丁目

対象者
●
●
●

第3回法律相談日のご案内

　相談日時　 平成29年5月26日（金）
　　　　　　 午後3時から午後5時　
　相談場所　 本所事務所　2Ｆ小会議室
　弁 護 士　 田代　耕平　氏
　　　　　　　（札幌総合法律事務所）

お問い合わせ先
☎

☎
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新
緑
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候
、
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合
員
の
皆
様
に
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益
々
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
四
月
三
十
日
を
持
ち
ま
し
て
、

長
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
「
た
い
せ
つ
農

業
協
同
組
合
」
を
退
職
致
し
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
二
年
四
月
、
旧
鷹
栖
農
業
協
同

組
合
に
奉
職
以
来
四
十
年
余
の
長
き
に
亘
り

勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
今
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
組
合
員
皆
様
を
始

め
役
職
員
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
支
援
の
賜
と

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
多
く
の
ご
教
訓
を
大
切
に
し
、
新
し
い
人

生
を
過
ご
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご
交

誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
が

離
脱
表
明
を
し
、
代
わ
り
に
二
国
間
貿
易
交

渉
に
進
み
Ｔ
Ｐ
Ｐ
以
上
の
譲
歩
を
迫
ら
れ
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
、
農
協
改
革
で
は
今
後
も

厳
し
い
提
言
が
予
想
さ
れ
る
中
、
国
に
よ
る

米
の
生
産
目
標
の
配
分
が
平
成
二
十
九
年
産

を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
る
な
ど
、
農
業
・
農
協

の
情
勢
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
中
に
あ
り
ま

す
が
、
今
日
ま
で
幾
多
の
困
難
を
協
同
の
力

で
乗
り
切
っ
て
き
た
よ
う
に
、
組
合
員
の
皆

様
と
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を

打
開
し
更
な
る
発
展
を
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心

よ
り
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
に
な
り
ま
す
が
、
組
合
員
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
と
、
た
い
せ
つ
農
業
協
同
組

合
の
益
々
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
退

職
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

長
い
間
大
変
お
世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 退

職
の
ご
挨
拶

鷹
栖
支
所
長

　

嵯　

峨　
　
　

聡
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